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～橋梁点検 新技術を使用してみて～ 
 

先月号のなんでもインフォでは「橋梁点検の新技術導入につ
いて」ということで、二巡目の橋梁点検で求められている効率
化・高度化に対し、国土交通省で推進されている新技術の導入
について紹介しました。 
今月号では、国土交通省「点検支援技術性能カタログ（案）」

にある新技術のうち、実際に当社で活用したニ種類の新技術
（UAV・ポール打音検査機）について、構造の仕組みや実際に
使用してみた感想等を紹介したいと思います。 

 
 
一つ目の新技術は株式会社ジャパン・インフラ・ウェイマー

クで開発された「全方向衝突回避センサーを有する小型ドロー
ン技術」になります。 
この機体の特徴は、4枚羽の

ドローンであり、機体の大き
さは 22cm×27cm と小さい
ため、離発着場所を選ばす、桁
間やトラス部材間の移動を容
易に行うことが可能です。 
また、搭載された 6 点の魚眼カメラの映像から周囲との距

離を計算することで360°全方向の障害物に対し衝突を自動回
避することができ、対象箇所に 50cm まで接近することがで
きます。 
なお、これらの機能は非GPS環

境下でも動作するため、桁下等
GPS 受信が困難な箇所でも安全
に接近することができます。 

【実際に使用した感想】 
当社ではアーチ橋で橋梁点検車のバケットが侵入できない

箇所や、橋脚が高く橋梁点検車や高所作業車からもアクセスで
きない箇所の点検でこちらのUAVを使用してみましたが、橋
梁点検車の手配・交通規制、ロープアクセス等を必要とせず、
手早く損傷を確認することができるため、安全かつ現地作業時
間の大幅な短縮ができました。 
また、非GPS環境下でも動作する衝突回避機能のおかげで

桁下でも衝突せず対象物に接近することが可能なため、近接が
難しい損傷の目視確認においては有効な手段だと感じました。 
なお、当技術は近接撮影を行うことで、画像診断技術により

コンクリートひびわれを自動検出・図化することが可能です。 

 
次に紹介する新技術は株式会社オンガエンジニアリングで
開発されている打音検査機「BLUE DOCTOR（ブルードクタ
ー）」になります。 
一般的に、コンクリートの浮きを確認するには点検ハンマー
による打音検査を行いますが、点検者は対象に近接する必要が
あり、高所作業車や足場等を使用しなければなりません。また、
打音検査は点検者の感覚に差があるため、人によっては判定に
差が生じる可能性があります。 
このブルードクターでは 3.5m まで
伸びるポールの先端に、毎秒 4回の打
撃を行う自動ハンマと弾性波を検知す
る高性能磁歪センサーを搭載しており、
浮きの深さ判定を4つのLEDランプに
より区分することで、だれでも定量的
に浮きを確認することが出来ます。 

【実際に使用した感想】 
BOX カルバートで使用してみましたが、コンクリート表面
にまっすぐ押し当てるコツが必要なものの、歩きながら調査可
能なため、点検トハンマーより作業時間は短縮できました。 
また、補修設計を行うプレテン桁の詳
細調査にも使用してみましたが、見た
目でわかり難い浮きの範囲も容易に特
定することが出来ました。 

 
新技術の多くは特定の損傷や場所の確認に特化したものが
多く、活用にあたっては前回点検調書・現地踏査より事前に現
場状況や損傷状況を確認し、どこの部位の何の損傷に対し、何
の新技術を使用するのかを計画する必要があります。 
新技術の開発は平成26年頃から開発・試行の繰り返しによ
り、本格的な導入が行われ始めたのは平成31年頃からと比較
的最近です。新技術も年々拡充しており、令和3年では点検支
援技術性能カタログに131の技術が登録されています。 
また、現在登録されている新技術はさらなる開発も進められ
ており、機能の追加や軽量化、カメラやUAVの性能が向上し
ている技術もあります。 
新技術はインフラ点検のみではなく、補修設計等の既設構造
物の損傷把握にも大変有効です。調査・設計に関わる人は自分
が関わる現場に適したものがあるかもしれませんので、今後の
新技術の動向を追ってみてはどうでしょうか。 
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